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ＪＴＡトピックス ２０２２年６月

長崎大会４日前、左足に消火器が落ちドクター・ストップがかかりながらも試合参加し二種目入賞！

城戸莉衣奈（長崎佐世保跆拳道クラブ、１０歳）熱意と根性があるばいね！

指を骨折しながら昇段審査挑戦！

久保田 大（佐賀小城跆拳道クラブ、１１歳）昇段への熱意があんさっ！

３年目を迎えた疫病禍の２０２２年６月１９日（日）に開催された

第１１回長崎県テコンドー選手権大会及び第１４０回夏季昇段審査会・長崎佐世保会場において、

三度、九州テコンドー連盟加盟クラブ少年少女部会員の根性と熱意を観じる出来事がありました。

城戸莉衣奈（きど・りいな）は、長崎県テコンドー大会４日前、小学校で消火器が左足に落ち怪我。

爪がめくれて出血し、触るだけで痛かったため病院へ。医者からは「１週間は運動禁止」と診断されました。

しかし、彼女は試合に出場するために毎日練習してきたので、悔しくてたまらなかった。

大会前日も、地面に足をつけるだけで激痛が走った。

彼女は大会前日迄、試合に出るか、棄権するかで大いに悩んだ末、

「足が痛くても、長崎大会に出たい！」

と決断。両親も本人の意志を尊重し、棄権せず試合に出場しました。

そして激痛に耐えながらも、二部蹴武型団体戦優勝、蹴武型小学生高学年３位に輝きました。
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久保田 大 （佐賀小城 TC）は、小学校の体育授業でのバレーボールで左小指を骨折しました。
しかし、本人も母親（JTA有段者）も、
ー 小指の骨折ぐらいで昇段審査を棄権することはナカっ！

と考え、

ー 久保田家で 3人目！
となる JTA黒帯を取得すべく昇段審査に挑戦しました。

河 明生会長談

「三度、九州テコンドー連盟少年少女部会員の『やる気のロウソク』（下段参照）に接しました。

九州には、私が子供の頃の「子供のため心を鍛える子育ての雰囲気」が残されていると観じています。

約５０年前の日本では、良いか悪いかはともかくとして、

自分の子供が各種イベントの前に骨折等で怪我をした際、

ー これぐらいの怪我なら何とかなる！ 根性を出してがんばれ！！

と親は励まし、子供達は歯を食いしばってがんばりました。

私もそのうちの一人です。

学校の教員も、本人および保護者の意志を尊重しました。

その結果、子供の病状が悪くなり、学校と保護者とがもめたという話を聞いたことはありません。

よくよく考えると、大人になってから歩む人生は、楽しいことより、つらいことの方が多い。

親は子供の将来を考えるならば、
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ー うたれ強い人間に育てる教育方針が大切

ではないでしょうか。

具体的には、つらい事、きつい事、嫌な事等々、何らかのアクシデントに見舞われた際、

ー ふんばれるという強い心が大切

だと私は考えます。

今回『やる気のロウソク』に自ら火をつけた１０歳の城戸莉衣奈と１１歳の久保田大が、

長じて打たれ強い人間に成長してくれることを期待します」

（JTA TOPIX ２０２２年３月記事 河 明生会長談

「私は、人は誰しも、『やる気のロウソク』を持っていると考えています。

生ある限り『やる気のロウソク』が燃え続ける人もいれば、すぐ消えてしまう人もいます。

問題は『やる気のロウソク』に、いつ、誰が、火をつけるのか、ということです。

まず、いつなのか？

若ければ若いほどよい。とくに、少年少女時代が望ましいと考えます。

次いで誰が？

先生と呼ばれる立場にある大人に感化された少年少女が『やる気のロウソク』に自ら火をつける、

これが最も望ましいと考えます。

１１歳の少年が利き手の指を骨折しながら「金メダルを取りたい！」という強い意志に基づき打撃系武道の

試合に出場する勇気はすばらしい！

９歳の少年が前々日に足を骨折し、精神的にも肉体的にもきついはずなのに、「黒帯を取りたい！」という

強い意志に基づき往復５時間かけても基礎理論講義を聞こうとする熱意はすばらしい！

北原正登も、砥綿孝汰も、日本跆拳道を通じて『やる気のロウソク』に自ら火をつけたと言えるでしょう。

近い将来、二人の目標が達成されれば、『やる気のロウソクを燃やした結果としての達成感』を観じるはず

です。

達成感は自信につながります。

自信があればこそ人は挑戦し続けるのではないでしょうか？
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この体験を大学受験や天職活動につなげるよう或いは応用できるよう導くのが日本跆拳道の指導方針です。

九州テコンドー連盟の少年少女部は根性があり、熱意があり、親もその根性と熱意を支える精神風土がある

と思われます。

３年にも及ぶ疫病禍で恐れおののき自滅している人々が多い中、彼らが見せてくれた気合いとやる気、根性

と熱意こそが、多くの大人達が見習うべき疫病に勝つ心意気だと観じました」）


